
　
　
　
　
　

要　
　

望　
　

書

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
事
態
に
お

い
て
母
子
家
庭
等
を
取
り
巻
く
環
境
は
以
前
に
も
増
し
て
厳
し
く

な
り
、
母
子
家
庭
等
の
自
立
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
は
、
就
業

支
援
、
子
育
支
援
及
び
経
済
的
支
援
等
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま

す
。
母
子
家
庭
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
会
員
一

同
、
総
意
の
も
と
関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

《
府
・
市
町
村
へ
要
望
す
る
も
の
》

一
．
大
阪
府
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
親

子
の
健
康
が
自
立
の
基
盤
と
な
る
こ
と
か
ら
、
な
に
よ
り
も
将

来
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
を
図
る
た
め
、
こ
の
制
度

の
現
行
要
件
を
維
持
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
所
得
要
件
に
つ

い
て
は
同
居
親
族
の
所
得
で
は
な
く
、
本
人
の
み
の
所
得
を
基

準
と
さ
れ
た
い
。

二
．
母
子
家
庭
の
母
等
の
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
、
就
業
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
自
治
体
や
地
元
企
業
で
正
規
雇

用
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
支
援
体
制
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

促
進
さ
れ
た
い
。

三
．
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
つ
い
て
は
、
母
子
家
庭
等
の
総

合
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
最
も
重
要
な
役
割
を
担
う
た
め
、
常

時
き
め
細
か
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
勤
務
体
制
に
つ
い
て
特

別
の
配
慮
を
さ
れ
た
い
。

四
．
母
子
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
早
期
の
自
立
を
図
る
た
め
、

公
営
住
宅
等
へ
の
優
先
入
居
及
び
保
育
所
へ
の
優
先
入
所
を
確

実
な
も
の
に
さ
れ
た
い
。

五
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
が
安

心
し
て
子
育
て
と
就
業
の
両
立
が
出
来
る
よ
う
優
先
的
利
用
と

母
の
所
得
に
応
じ
て
利
用
料
金
が
減
免
さ
れ
る
な
ど
市
町
村
に

お
い
て
格
差
な
く
整
備
を
図
ら
れ
た
い
。

六
．
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
を
利
用
す
る
ひ

と
り
親
世
帯
に
つ
い
て
は
、
親
の
所
得
に
応
じ
て
利
用
料
金
の

軽
減
を
図
ら
れ
た
い
。

七
．
母
子
家
庭
の
母
等
の
雇
用
対
策
事
業
等
と
し
て
母
子
・
父
子

福
祉
団
体
が
運
営
す
る
公
共
施
設
内
等
の
売
店
や
自
動
販
売
機

の
設
置
に
つ
い
て
は
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」

及
び
「
特
別
措
置
法
」
の
理
念
に
基
づ
き
許
可
さ
れ
た
い
。

《
国
へ
要
望
す
る
も
の
》

一
．
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て
は
、
生
活
実
態
に
合
わ
せ
て

見
直
さ
れ
た
い
。

①
所
得
制
限
の
収
入
認
定
額
を
緩
和
さ
れ
る
と
と
も
に
同
居
親
族

の
所
得
要
件
を
廃
止
さ
れ
た
い
。

②
子
ど
も
が
進
学
す
る
場
合18

歳
到
達
後
の
年
度
末
か
ら
大
学

や
専
門
学
校
卒
業
時
ま
で
支
給
期
間
を
延
長
さ
れ
た
い
。

二
．「
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、
雇
用
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
雇
用
率
の
制
度
化
や
地
元
民
間
事
業
者
へ
の
協
力
要
請
な

ど
、
積
極
的
に
正
規
雇
用
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

三
．
養
育
費
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
離
婚
当
事
者
へ
の
周
知
啓
発

の
強
化
や
、
国
に
よ
る
養
育
費
の
立
替
え
払
い
制
度
な
ど
を
創

設
さ
れ
た
い
。

四
．「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
居
住

地
に
か
か
わ
ら
ず
格
差
な
く
負
担
を
し
、
あ
る
い
は
助
成
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
国
に
よ
る
新
た
な
助
成
制
度
を
創
設
さ
れ
た

い
。
さ
れ
た
い
。
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皆様、朝晩冷え込んできましたが、お変わりございませんか。
今年は、新型コロナウイルス感染症のため、息苦しい生活が続いていま
す。
連合会でも、３密を避けるため、全ての行事が中止になっており、楽し
みにしていた春・秋のお母さん旅行、親子で出かける夏のカーネーション
旅行も取り止めになり、残念との声が聞こえて来て、心が痛みました。
厚労省は、児童扶養手当を受給しているひとり親世帯等や新型コロナウ
イルス感染症の影響を受けて家計が急変し、収入が減少している方へ、ひ
とり親世帯特別給付金を支給しました。けれども、多くが非正規雇用で働
くひとり親は、仕事が削られ収入が減り、中には仕事が無くなった人もお
り、依然として厳しい状況が続いています。１日も早く、コロナが収束し、
元の生活に戻れる日が来ることを願って止みません。
さて、センターだより８月号でもお知らせしましたが、連合会事務局
は６月15日に大阪市東成区の大阪府立母子・父子福祉センターに移転し、
新しい事務所で心機一転頑張っています。新しい綺麗な建物で、皓養奨学
金給付式や母子家庭母の集いで、皆様とお会いするのを心待ちにしており
ましたが、今年は我慢するしかありません。来年２月の大阪府母子寡婦福
祉大会も中止が決定しました。来年度こそは、皆様と様々な行事でご一緒
し、元気なお顔を拝見できますよう祈っております。
これからインフルエンザも流行するかもしれません。マスク、手洗い、
うがいをより一層心掛け、健康にお過ごしください。
最後になりましたが、行政並びに関係各位の更なるご支援ご指導を、よ
ろしくお願い申し上げます。

要望

10月16日（金）要望書を大阪府知事に提出しました。
当日は、松本福祉部長、佐藤子ども室長、西島子育て支援課長、他担当の方々に面会。連合会からは、滝本理事長、篠原
母子部会長等６名が出席し、大阪府ひとり親医療費助成制度、母子家庭の母の雇用、養育費の支払い等について要望しました。

発行所　社会福祉法人
大阪府母子寡婦福祉連合会

発行人　滝本　美津代
大阪市東成区中道1丁目3番59号
大阪府立母子・父子福祉センター内
　　　06（6748）0263
　　　06（6748）0264
URL : http://www.
osakafu-boshiren.jp/bosh/

電 話
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11月号
（246号）
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トピックス
　 1面　あいさつ
　　　　要望

　 2面　皓養奨学金給付式
　　　　寄贈のお礼

大阪府母子寡婦福祉連合会

滝本 美津代　　理事長

今は我慢の時、
来年こそは笑顔でお会いしましょう



皓養奨学金給付式を令和２年７月４日（土）、大阪府立母子・父子福祉センターに於いて、一般財団法人皓養社、
宮本理事長様にご臨席いただき開催する予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。
このため、宮本理事長様には、書面で「励ましの言葉」を頂戴しました。（下記に掲載）
皓養奨学金は昭和48年より、毎年、一般財団法人皓養社様から、多額のご寄付をいただき行っています。皓養社

様からの寄付金は、奨学金の他、ひとり親家庭の健全育成のための事業にも使わせていただいています。
今年は、奨学生が各々、大阪府立母子・父子福祉センターまで奨学金を受け取りに来館し、元気な姿を見ることが

できました。
また、たくさんのお礼の手紙をいただき、使い道については、就職活動のリクルートスーツやかばん、進学に向け

ての費用、塾の費用、大学で使用するパソコン資金など、大切に使いますとの声が届いています。そして、「目標に
向かい頑張ります」「今まで支えてくれた多くの人への感謝を忘れずに励んでいきたい」「将来支える側になり、もらっ
た恩を返せるよう日々精進したい」「社会で貢献できるよう、成長していこうと思う」など未来への前向きな気持ち
とともに、宮本理事長様への感謝の言葉もたくさんいただきました。

・株式会社 因州屋様より、マスク10,000枚
・株式会社 MonReve 様より、　マスク10,000枚
・株式会社 パソナ様より、てづくりマスクとマスクケース

コロナ禍の中、お困りのひとり親家庭の皆様へとご寄付いただきました

お心遣いにお礼申し上げます。ありがとうございました。

　

励
ま
し
の
言
葉

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
中
で
、
皓
養
奨
学
金
の
給
付
式

を
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
も
休
校
の
た
め
に
授
業
が
な
く
て
不
安
な

日
々
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
、
将
来
の
た
め
に
自
分
を
見
失

わ
ず
、今
、自
分
が
で
き
る
こ
と
を
一
歩
一
歩
大
事
に
時
間
を
使
っ
て
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
受
け
取
ら
れ
る
皓
養
奨
学
金
は
、
中
納　

久
次
郎
氏
が
昭
和
二
十
一

年
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
「
皓
養
社
」
か
ら
給
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
中
納
家

が
所
有
す
る
土
地
を
企
業
な
ど
に
貸
与
し
、
そ
の
地
代
を
奨
学
金
と
し
て
給
付
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
、
太
平
洋
戦
争
で
戦
死
さ
れ
た
母
子
家
庭
に
給
付
さ
れ
ま
し
た
。「
皓

養
社
」
と
い
う
名
前
の
「
皓
」
と
は
、
明
る
い
と
い
う
意
味
で
、
次
の
世
代
を
養

育
し
て
終
戦
後
の
暗
い
世
の
中
を
明
る
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
だ
っ
た
の
で

す
。私

た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
人
生
の
苦
難
に
出
遭
い
ま
す
。
何
で
こ
ん
な
目
に
遭
う

の
だ
ろ
う
と
、
理
不
尽
な
苦
難
に
出
遭
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ひ
と

り
親
家
庭
に
や
む
を
得
ず
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
、
決
し
て
自
暴
自
棄
に

な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
一
回
き
り
の
人
生
で
す
。
与
え
ら
れ
た
い
の
ち
を
大
事

に
し
て
く
だ
さ
い
。
決
し
て
独
り
ぼ
っ
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
独
り
ぼ
っ
ち
と
思

う
の
は
錯
覚
で
す
。
苦
し
み
や
悲
し
み
を
独
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

周
り
の
方
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
苦
し
み
・
悲
し
み
を

一
〇
〇
％
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
。
た
と
え
五
〇
％
で
も
三
〇
％
で
も

わ
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
の
で
す
。
人
に
悩
み
を
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
私
た
ち

は
心
が
整
理
で
き
ま
す
。
相
手
の
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
け

ま
す
。

人
生
は
「
お
互
い
さ
ま
」
で
す
。
今
は
支
え
ら
れ
る
側
で
あ
っ
て
も
、
将
来
、

支
え
る
側
に
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
い
や
、
そ
う
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。
皓
養
奨
学
金
は
、
給
付
で
す
の
で
お
返
し
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
将
来
、
精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
余
裕
が
で
き
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
支
え
る
側

に
な
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
「
励
ま
し
の
言
葉
」
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

一
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財
団
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璽
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成
育
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若
・
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ど
子
府
阪
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間
月
調
強
援
支

共同募金

赤い羽根募金
10月１日～12月31日

株式会社　因州屋様 株式会社　MonReve 様

この「大阪ぼしれん」は共同募金助成金を受けて作成したものです。
府民（寄付者）のみなさまに感謝いたします。

株式会社　パソナ様

皓養奨学金給付式皓養奨学金給付式

お 礼お 礼

令和２年度令和２年度


